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専任教員

兼担教員（学内の他学部等の教員）

　　　　　　 学院担当授業科目」に係る単位数となります。

　　　　 ５．教員の年齢及び性別については，公表を求めるものではありません。教員一覧の「担当授業科目」の「集・オ」については，集中講義の場合には『集』と，オムニバス授業の場合には『オ』と記入してください。

　　　　 ８　教員分類別内訳の「分類」の「兼任教員（他の大学等の教員等）」に該当する教員については，教員一覧にある「自大学他専攻等担当授業科目」及び「他大学等担当授業科目」の記入は必要ありません。この場合，「年間総単位数」については，「自大学法科大

法曹としての実務の経
験を有する者（内数）

　　　 　４．職名について，教授等の種別の他に，研究科長，委員会委員等もあわせて記入してください。教員一覧の「担当授業科目」，「年間総単位数」に係る単位数の計算にあたり，複数教員による授業科目を担当する場合は，当該授業科目を担当する教員ごとの単位

　　　　　　それぞれ，２（単位）×20÷30＝1.33・・・≒『1.3』，2（単位）×10÷30＝0.66・・・≒『0.7』となります。）

兼担

専

兼任

　　　   ３．年間総単位数は「担当科目，自大学他専攻等担当科目，他大学等担当科目」の合計を記入してください。教員一覧の「職名」については，教員分類別内訳の「種別」を記入してください。なお，研究科長，専攻長等に就いている場合にはあわせて記入してください。

担当授業科目

(注）    １．分類について，「専，専・他，実・専，実・み，兼担，兼任」により，記入してください。評価実施年度の５月１日現在で記入してください。

　　　　 ７　教員一覧の「年間総単位数」については，「自大学法科大学院担当授業科目」，「自大学他専攻等担当授業科目」，「他大学等担当授業科目」の合計を記入してください。

　　　　 ６　教員一覧の「担当授業科目」の「大学等名」については，自大学他専攻等を担当する教員の場合には，研究科・専攻名又は学部・学科名等を，他大学等を担当する教員の場合には，大学・研究科・専攻名又は大学・学部・学科名等を記入してください。

　　　　　　数に対する担当時間数の割合により記入してください。なお，単位数については，小数点第２位を四捨五入してください。（例：授業科目（２単位）の時間数が30時間で，当該科目を２人の教員（担当する時間数は，それぞれ20時間と10時間）で担当する場合には，

　　　　 ２．担当科目について，集中講義は（集），オムニバス授業は（オ）と記入してください。教員一覧については，「分類」ごと，かつ，「職名」ごとの順に記入し，「分類」については，教員分類別内訳の「分類」の「記号」により記入してください。

性別

○○大学大学院○○研究科○○専攻

兼任教員（他の大学等の教員等）

実務家・みなし専任教員（年間６単位以上の授業を担
当し，かつ，法科大学院のカリキュラム編成等の運営
に責任を有する者）

実・み

備考
他大学等担当授業科目

分類
自大学法科大学院担当授業科目

種　別
自大学他専攻等担当授業科目

年間総単位数
年 齢 専門分野


